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内容

• 地球温暖化→over 1.5℃ 2030〜2035国連予想2025.11
• 日本のカーボン排出量（建設業界の位置づけ）
• 国土交通省 道路脱炭素アクションプラン 2025
• ノルウエー：役所インセンテブ

UK：PAS2080 Whole-life carbon optimization
（ライフサイクル最適化）

• 事例 軟弱地盤支持力対策 ジオセルvsセメントvs砕石置換え
• まとめ IGS日本 sustainabilityへの貢献



出展：Emissions Gap Report 2025.11.4 : Off Target    国連環境計画（UNEP）



削減目標、気温上昇予測

出典︓図2 図3: IPCC AR6/WG1 図2. CO₂排出量シナリオ(Gt-CO₂/年) 
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2015 COP15 パリ合意 1.5℃に抑える努⼒

2018 IPCC 1.5℃が科学的に重要な 閾値

2021〜2023 IPCC AR6 急激な削減が必要



出典：UNEP Emission Gap Report 2025
不可逆的（irreversible）な変化や、制御困難な連鎖リスクが急激に増える over １．５℃

57.7



日本 建設業界CO2排出量
CO2ベース
世界：約36.6 GtーCO2（＝約366億トン）／2022年
日本総排出：10.4億t-CO2（2022）世界の2.8％

建設関係 1.38億t-CO2 13％
鉄：6700万トン（6.4％）
セメント：4000万トン（3.8％）
10.2％ ÷ 13％ ≒ 約78％（≒8割）

「建設由来13％のうち約8割が鉄＋セメント」

CO2eベース
世界：57〜59 GtーCO2eq（＝570−590億トン）／2022年
日本総排出：11.35億t-CO₂eq 世界の2.0％
建設関係1.40〜1.45億t-CO₂eq 12〜13％程度



国土交通省 道路脱炭素アクションプラン
ライフサイクル全体でのCO₂削減を掲げている。
具体施策
• 建設機械の低炭素化
• セメント・鉄の低カーボン化
• 新技術の活用
Based on 温室効果ガス排出量 kg-CO₂eq算出。

排出原単位は、材料・運搬項目、 LCAデータベースIDEA Ver.3.3  
ISO 14040/14044に準拠したプロセスベース設定

施工項目、「インフラ分野における建設時の GHG 排出量算定マニュアル案2024.6．」
国土技術政策総合研究所

排出後100年間の累積温暖化影響を評価する国際標準指標（GWP100）
品質確保の推進に関する法律改正（2024.6）「特に、脱炭素化に対する寄与の程度等を考慮して、

総合的に価値の最も高い資材や工法等を適切に採用するため、
ガイドラインの作成や取り組み事例に係る情報収集等を行うこと。」

衆議院国土交通委員会 委員会決議・参議院国土交通委員会 付帯決議



ノルウェー役所からのインセンティヴ
世界道路協会 TC4.1 舗装技術員会

例 N工事（２万トンのアスファルト舗装工事）の入札決定法

*１カーボン付加
入札業者毎のカーボン排出量

*２金額換算
12.75万円/トン２で計算 注：EU市場価格は1万円〜2万円／トン
→ 炭素価格は政策的に高く設定している
＊３備考
耐用年数を考慮した年平均コストでみることもある。

金沢工大 高橋秀樹先生 PWRC主催講演会より

入札業者 入札金額（億円） *１カーボン付加（億円） 合計億円） 結果
A 4.335 0 4.335 落札
B 4.165 0.255 4.420

＊3備考

カーボン排出量 N工事総量 差額査定 *２金額換算
kgCO2 / Asトン トンCO2 トンCO2 億円

A 50 1000 ー
B 60 1200 200 0.255

入札業者



ライフサイクル全体のCO₂（カーボン）を管理・削減するための国際的な枠組み（規格)

発注者 コンサル 施工者 材料メーカー 全体＊１で削減する責任を持つ
＊１ 設計 材料製造 施工 維持管理

PAS 2080:2016初版発行 – Carbon Management in Infrastructure
２０２３年改訂版発行 −全体で削減する責任を持つ

従来2軸 PAS2080（3軸）

● 最適案
|

性能↑    |
+------------→ コスト

カーボン ↓（少ないほど良い）
● 新しい最適案
/

/
性能 ↑ /

/
+------------→ コスト

PAS2080 、インフラの設計・施工・材料選定
、バリューチェーン全体で最適化を図るための国際的なカーボンマネジメント規格

BSI（British Standard Institutioin)



・ジオセル40cm

EC445 20cm×2段
RC0-40 中詰め材Dc≧90

舗装50cm

P=100KN (T25) 後輪荷重

h ジオセル 40cm

原地盤：CBR≒0.8%

↓ P0=855kN/m2

↓ Pt=209kN/m2

接地面半径：r

・ セメント改良110cm

設計基準強度 103kN/m2

固化材添加量 105kg/m3

（75kg/m3×割増率1.4）

P=100KN (T25) 後輪荷重

舗装50cm

h セメント改良
110cm

原地盤:
CBR≒0.8%

↓ P0=855kN/m2

↓ Pt=209kN/m2

接地面半径：r

P=100KN (T25) 後輪荷重

舗装50cm

h 砕石置換え
110cm

原地盤:
CBR≒0.8%

↓ P0=855kN/m2

↓ Pt=209kN/m2

接地面半径：r

・ 砕石置換え110cm

50,273.00 kg-CO₂eqーーー7.5倍ーーー 376,435.13 kg-CO₂eq 107,927.46 kg-CO₂eq

軟弱地盤支持力対策

GHG排出量
エリア：3000m2



まとめ
①背景
温暖化は進行している
それでも潮流はカーボン削減
日本インフラにおいても建設・維持・メンテナンスでの対応が必要
ジオシンセティックス（GS）の役割
② GSの価値
Carbon Efficient Design
Less Material Less Transport Less Energy
③ 実装（IGSの役割）
① EPDの取得と活用（GHGの見える化）
② 意思決定へのカーボン導入
Material-based designからCarbon-integrated design へ
③ LCA・Sustainabilityの推進（学際連携）
④ グローバル連携（Two-way）

注記*SUMPO EPD：製品ライフサイクル全体のCO₂排出量をISOに基
づき第三者検証・公開する


